
令和５年４月１日改正

家族の症状が治まったら（※注１）

（※注１） ・本人は症状がなくても保菌している（またはこれから保菌する）可能性が高いため、この間は

　休暇または調理業務以外に従事し、家族の症状が治まってから高感度検査（公費負担）をする。

・本人にも症状がみられた場合は、左側の「本人に疑われる症状（嘔吐・下痢等）がある場合」

　に従う。

（※注２） ・高感度検査（公費負担）は、本人が所持している検査キットにより実施する。

・不足する場合は教育・保育課（℡83-3519）へ連絡する。

（※注３） ・検査結果報告書を診断書とみなし、本人が最初に休んだ日から陰性が確認できるまでの期間、

　正職調理員は療養休暇、会計年度任用職員（調理員）は有給の特別休暇とする。

（一度陽性が出たら、陰性が確認できるまでの期間は出勤せず、不要な外出等は控える。）

○不明な点等は教育・保育課へ問い合わせ願います。

　感 染 性 胃 腸 炎 等 対 応 マ ニ ュ ア ル

検査結果【陽性】（※注３） 検査結果【陰性】
かつ、本人に症状がないことを確認

　　　調理業務に従事可能

　家族が感染性胃腸炎(疑い含む)や
　お腹の風邪等と診断された場合

本人に疑われる症状
（下痢・嘔吐等）がある場合
必要に応じて医療機関を受診

速やかに

公費負担で高感度検査を実施（※注２）

陽性の判定から1週間後程度　または
症状が回復してから1週間後程度
（日数は症状や状況に応じて検討する。）
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